
6月28日（火）21:00  浦郷湾錨泊（島前） 天気：くもり  気温：26.3℃  風向・風速SW 4.2m/s 

                                         教官：安部 

 

 

 

胸の思いを語れ！ ２年専攻科下船イベント！ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

   

 

 

 

   

 

 

 

指導教官だより 2022 多目的実習 №24② 

 

実習生が１人ずつ思いを語ります  

※機関長（右奥） 

6月28日17:00 船首作業甲板に大勢の

実習生・乗組員がいた。甲板上には多数の

ドラム缶・炭火・網。 「下船イベント」だ

った。1年3ヶ月、神海丸に乗船してきた2

年専攻科生が残り数日で下船する。乗船中

の思い出や将来を語りながら、今までに味

わったことがないくらいの旨い肉を食べジ

ュースを飲んだ。1時間後、乗組員の前で1

人ずつ自分の思いを真剣に語った。涙をこ

ぼした乗組員は塩っぱい肉を噛み続けた。

イベント後、真っ暗になった作業甲板に船

長と機関長の姿があった。「彼らの成長を近

くで見ることはもう出来ないが、神海丸か

ら応援し続けたい」と二人は言った。 

、 

 

 

 

この時期になると浦郷湾（島前）で錨泊

し、盛大な船上BBQを行う。た船上で盛大

な下船イベントが行われる。に7月1日、

隠岐水11名の実習生は西郷港で下船する。

「おはようございます。朝のミーティング

を始めます。」船長のその言葉が全ての始ま

りだった。船内全ての部署が統一しイカ釣

り漁労設備の撤去を行うことになった。ミ

ーティングに参加していた者達は皆、言葉

を詰まらせた。（やれるのか） 

一等航海士が立ち上がって言った。「俺達が

やらなくて誰がやるんだ！俺達でやろ

う！」 

 

 

 

 

最新の環境規制に対応したエンジンと多く

の機械類が搭載された、神海丸の心臓とも

言われる機関室。船長を補佐する機関長は、

全員で乾杯！ 

イベント開始の船長挨拶 

実習生の話を全員で聞いています 

イベント終わりの機関長挨拶 ん？もう１人は？ 

先輩！あとは俺達に任せてください！ 

後は任せたぞ！後輩達！ 


